
 

19．鉱工業技術の応用研究の助成に関する予算編成方針につ 

 いて 

 

 

〔諮問〕 

         科第３７７号  

     昭和２５年６月１６日  

 

   日本学術会議会長  亀 山 直 人 殿 

 内閣総理大臣  吉 田  茂  

 

  鉱工業技術の応用研究の助成に関する予算編成方針につい 

  ての諮問 

 

 昭和２６年度工業技術庁予算のうち鉱工業技術の応用研究の助成

に関する予算編成の方針について貴会議の意見を承りたい。 

 右昭和２５年６月１４日(水)開催の第１７回科学技術行政協議会

の議を経て貴会議に諮問する。 

 



〔答申〕 

        総発第２５８号  

     昭和２５年６月２２日  

 

   内閣総理大臣  吉 田  茂  殿 

            日本学術会議会長  亀 山 直 人  

 

  鉱工業技術の応用研究の助成に関する予算編成方針について 

  （昭和２５．６．２６科第３７７号による諮問に対する答申） 

 

 右についての本会議の意見は左記のとおりであります。 

記 

 昭和２５年度においては、鉱工業技術の応用研究助成のために鉱

工業技術研究補助費として３，０００万円が配当されたが、これは余

りに僅少に過ぎ、所期の目的を達成するためには誠に不十分であっ

た。２６年度においてはこれを大巾に増額する必要があると考える。 

 


